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滑
床
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
２
０
１
４

４
26･27

　４月26日㈯、27日㈰の２日間、「滑床アウトドアフェス2014」が開催されました。
　このイベントは、滑床の自然に親しみ、アウトドアフィールドとしての新しい魅力を知ってもらおうと今
年度初めて企画されたもので、ＮＰＯ法人森の国ネットが、県・町共催のもと、各種アウトドア関連団体の
協力を得て開催しました。
　天候も良く、会場となった滑床渓谷は大勢の家族連れなどで賑わいました。
　参加者の中には、ブースをまわりアウトドア体験を満喫する人、新緑の木立の中を散策する人、芝生で寝
そべってのんびりする人など思い思いの過ごし方でＧＷの初日を満喫していました。
　会場にはアウトドアブースのほか、アマゴの塩焼きや四万十牛コロッケなど予土流域のグルメが揃った
フードコート、真珠アクセサリー、革製品などの手仕事ブースも立ち並びました。
　また、夜には特別企画として森の国ロッジでアウトドアブランドのフィルム上映会が行われ、宿泊客にも
好評でした。
　今、滑床渓谷はアウトドアの盛んな土地として注目を集めています。キャニオニングやトレッキング、フ
ライフィッシングなど大自然のなかで楽しめるスポーツが人気です。また、周辺の地域にはサイクリング、
ボルダリング、シーカヤック、カヌーなど様々なアクティビティーが充実しています。
　私たちの住んでいる地域には、足摺宇和海国立公園、鬼が城山系、四万十川など世界に誇れる自然がたく
さんあります。天与の大自然を活用した、アウトドア体験を通じて山、川、海を大いに満喫し、自然保護に
ついて考えてみてはいかがでしょうか。
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４
月
26
日
㈯
に
松
野
中
学
校
新
校
舎
落
成
式
が
行
わ
れ
、
国

会
議
員
・
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
町
内
各
種
団
体
の
代
表
者
や
、

町
議
会
・
議
員
、
学
校
関
係
者
、
工
事
関
係
者
な
ど
が
多
数
出

席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
教
育
長
が
建
設
の
過
程
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を

用
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
に
関
わ
っ
た
設
計
会

社
並
び
に
建
設
会
社
、
記
念
樹
木
を
寄
贈
し
た
地
元
誘
致
企
業

の
ナ
ン
レ
イ
株
式
会
社
・
キ
ョ
ク
ヨ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
、
そ
し

て
地
元
産
材
を
提
供
し
た
豊
岡
前
部
落
保
護
組
合
に
阪
本
町
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
生
徒
会
長
の
黒
澤
虎
之
進
さ
ん
が
、「
こ
れ
か
ら
私

た
ち
は
、
こ
の
新
校
舎
の
中
で
し
っ
か
り
学
び
、
友
と
競
い
合

い
な
が
ら
心
身
を
鍛
え
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
友
情
を
育

み
ま
す
。
社
会
に
旅
立
っ
た
後
も
、
し
っ
か
り
と
生
き
抜
く
力

を
、
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
、
出
席
者
か
ら

は
、
今
後
の
松
野
中
学
校
生
徒
へ
の
激
励
が
込
め
ら
れ
た
拍
手

が
送
ら
れ
、
式
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

松
野
中
学
校
校
舎
落
成
式

４
26

場所　　　　松野町大字延野々 1870番地
工期　　　　着工　平成24年10月２日
　　　　　　竣工　平成26年３月24日
設計管理者　松山市吉藤３丁目４番３号
　　　　　　株式会社　鳳建築設計事務所
施行者　　　宇和島市坂下津甲407-91
　　　　　　四国通建・愛媛建築特定建設工事共同企業体
建築延面積　3,023㎡
構造　　　　鉄筋コンクリート造３棟・木造５棟
その他　　　空調換気設備　一式（各教室にエアコン完備）
　　　　　　電気設備　一式（太陽光発電システム30kw/h）
　　　　　　給排水衛生設備（雨水利用システム）
総工事費　　建築工事費 793,126千円
　　　　　　建設監理費  25,620千円
　　　　　　附帯工事費（仮設・解体撤去）  59,139千円
　　　　　　太陽光発電工事費 45,149千円
　　　　　　　　　計 923,034千円

普通教室 ６室
校　長　室 １室
保　健　室 １室
放　送　室 １室
和　　室 １室
事務・印刷室 ２室
特別教室及び準備室・収納室 16室
職　員　室 １室
会　議　室 １室
多目的室（図書スペース含む） １室
生徒会室 １室
そ の 他（湯沸室、更衣室、売店
　　　　    シャワー室、配膳室） ８室

工事の概要 建物の概要
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松
野
町
暴
力
団
排
除

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
設
立
総
会

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

四
万
十
号
出
発
式

平
成
26
年
度
滑
床
山
開
き

４
17

４
19

４
25

　

４
月
17
日
㈭
、
山
村
開
発
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
松
野
町
暴
力

団
排
除
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
協
議
会
は
、
松
野
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
基
本
理
念

に
の
っ
と
り
、
地
元
が
と
も
に
行
政
や
警
察
と
一
体
と
な
っ

て
暴
力
団
排
除
活
動
を
展
開
し
、
安
心
で
安
全
な
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
区
長
会

が
発
起
人
と
な
り
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

  

当
日
は
、
区
長
会
の
丸
身
和
男
会
長
、
来
賓
の
阪
本
町
長
や

中
川
純
市
宇
和
島
警
察
署
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
会
則
や
役
員

の
選
出
、
顧
問
の
委
嘱
等
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
又
、暴
力
団
排
除
宣
言
が
行
わ
れ
、暴
力
団
を
「
利

用
し
な
い
」、
暴
力
団
を
「
恐
れ
な
い
」、
暴
力
団
に
「
金
を
出

さ
な
い
」、
暴
力
団
と
「
交
際
し
な
い
」
の
暴
力
団
追
放
「
三

な
い
運
動
プ
ラ
ス
１
」
を
住
民
一
人
ひ
と
り
が
毅
然
と
し
た
態

度
で
実
践
し
、「
暴
力
団
の
な
い
平
和
で
明
る
い
住
み
よ
い
松

野
町
」
の
実
現
に
邁
進
す
る
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

  

総
会
後
は
、
宇
和
島
警
察
署
の
薦
田
安
史
刑
事
調
査
官
に

よ
る
基
調
講
話
が
行
わ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

　

宇
和
島
市
か
ら
高
知
県
四
万
十
町
ま
で
を
結
ん
で
い
る
Ｊ

Ｒ
予
土
線
。
そ
の
予
土
線
で
、
今
年
も
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

が
運
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
４
月
19
日
㈯
に
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
は
、
自
転
車
を
解
体
せ
ず
に
車
内
に

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、Ｊ
Ｒ
予
土
線
で
は
、

現
在
実
証
実
験
と
し
て
、
一
般
利
用
者
の
少
な
い
休
日
に
期

間
を
限
定
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
発
式
で
は
、
予
土
県
境
地
域
連
携
実
行
委
員
会
会
長
の

稲
田
南
予
地
方
局
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
よ

る
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南
予
地
域
の
ご
当

地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
に
ゃ
ん
よ
」
と
愛
媛
県
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
み
き
ゃ
ん
」
も
参
加
し
、
式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

出
発
式
終
了
後
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
四
万
十
号
は
、
２
体

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
見
送
ら
れ
、
高
知
県
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
四
万
十
号
は
、
春
の
実
証
実
験
と
し

て
、
４
月
19
日
か
ら
５
月
25
日
ま
で
間
、
土
日
祝
日
限
定
で

計
15
回
運
行
さ
れ
、
秋
に
は
９
月
20
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で

間
に
17
回
の
運
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
に
自
転
車
を
積
み
込
み
、

四
万
十
川
ま
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
25
日
㈮
、
滑
床
渓
谷
で
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
環
境
省
、
愛
媛
県
、
愛
媛
森
林
管
理
署
、
宇
和
島

市
、
松
野
町
、
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の

国
ネ
ッ
ト
、
滑
床
を
愛
す
る
会
、
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
キ
ャ
ニ
オ

ン
、
目
黒
緑
の
少
年
隊
（
松
野
南
小
学
校
児
童
）
の
関
係
者

ら
約
60
名
が
参
加
し
、
森
の
国
発
祥
の
碑
の
前
で
、
滑
床
渓

谷
を
訪
れ
る
人
々
の
安
全
と
観
光
振
興
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
松
野
南
小
学
校
児
童
全
員
で
渓
流
に
ア
マ
ゴ

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
滑
床
渓
谷
で
行
わ
れ
る

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
の
実
施
団
体
を
代
表
し
て
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト

キ
ャ
ニ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
、
実
際
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
と
愛
媛
森
林
管
理
署
の
職
員
を
講
師
に
、
緑
の
少
年
隊

を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
木
工
教
室
な
ど
を
通
じ
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

車内の様子
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５
月
３
日
㈯
、
中
央
公
民
館
主
催
で
春
の
滑
床
自
然
観

察
登
山
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
滑
床
フ
ァ
ン
25
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。
滑
床
を
愛
す
る
会
の
藤
井
勝
氏
の
ガ
イ
ド

の
も
と
、
一
行
は
鹿
の
コ
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
梅
ヶ
成

峠
、
肩
の
尾
根
を
経
由
し
て
鬼
ヶ
城
山
系
の
最
高
峰
で
あ

る
高
月
山
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
道
中
、
ガ
イ
ド
の
方

の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
見
頃
を
迎
え
た
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
な
ど
の
広
葉
樹
の
観
察
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山

頂
に
到
着
を
し
た
一
行
は
、
昼
食
を
と
り
、
山
頂
か
ら
見

え
る
展
望
美
を
満
喫
し
て
下
山
し
ま
し
た
。

　

鬼
ヶ
城
山
系
は
四
季
折
々
、
違
っ
た
表
情
を
見
せ
、
何

度
訪
れ
て
も
登
山
者
を
気
持
ち
良
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま

す
。
中
央
公
民
館
で
は
、
春
と
秋
に
登
山
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
滑
床
自
然
観
察
登
山
で
森
の
国
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

消
防
団
春
期
訓
練
会

５
11

　

５
月
11
日
㈰
に
松
野
町
消
防
団
春
期
訓
練
会
が
実
施
さ

れ
、
岡
本
団
長
以
下
１
０
３
名
の
団
員
が
出
動
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
会
は
、
虹
の
森
公
園
の
河
川
水
利
を
利
用
し

た
中
継
訓
練
で
、
団
員
た
ち
は
各
分
団
に
分
か
れ
、
河
川
か

ら
吸
い
上
げ
た
水
を
約
３
０
０
ｍ
先
ま
で
中
継
し
放
水
し
ま

し
た
。

　

実
際
の
林
野
火
災
で
は
、
河
川
や
防
火
水
槽
な
ど
の
水
利
が

火
元
か
ら
遠
い
場
合
が
多
く
、
ホ
ー
ス
を
何
本
も
延
長
し
て
も
、

１
台
の
ポ
ン
プ
か
ら
で
は
消
火
に
必
要
な
放
水
量
が
確
保
で
き

な
い
た
め
、
水
利
か
ら
火
元
ま
で
の
間
に
何
台
か
の
ポ
ン
プ
が

入
り
、
水
圧
を
調
整
し
な
が
ら
水
を
中
継
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
は
、
当
町
の
よ
う
な
山
間
部
で
は
、
よ

り
実
践
的
で
有
効
な
も
の
で
、
団
員
た
ち
も
、
鬼
北
消
防
署

の
指
導
の
も
と
、
真
剣
な
表
情
で
ポ
ン
プ
操
作
や
ホ
ー
ス
の

延
長
・
撤
収
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
滑
床
自
然
観
察
登
山

５
３
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森
の
国
歴
史
発
見
！

文
化
財
通
信

　

４
月
29
日
、
平
成
26
年
度
第
１
回
史
跡

見
学
会
「
河
後
森
城
の
植
生
・
景
観
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
河
後
森
城

の
よ
り
よ
い
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、
河

後
森
城
に
お
け
る
植
生
や
景
観
に
つ
い

て
、
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
公
開

型
・
参
加
型
の
見
学
会
で
す
。
今
回
も
愛

媛
大
学
名
誉
教
授
の
下
條
信
行
氏
と
江
崎

次
夫
氏
を
招
き
、
河
後
森
城
跡
の
植
生
・

景
観
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
史
跡
現
地
に
て
、
本
郭
か
ら
の
景
観

を
観
察
し
た
り
、
新
城
地
区
に
自
生
し
て

い
る
ツ
ツ
ジ
の
開
花
状
況
等
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
見
学
会
で
、
こ
れ
か
ら
の
植
生

調
査
や
史
跡
整
備
等
に
お
け
る
方
針
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

嬰
児
の
日
に
日
に
重
し
桃
の
花 

伊
藤　

富
子

花
疲
れ
花
覚
め
や
ら
ぬ
夕
べ
か
な 

岡
本　

京
子

日
溜
ま
り
や
ひ
そ

く
話
し
老
二
人

 

金
谷　

惠
子

一
山
を
呑
み
込
ん
で
ゐ
る
山
桜 

金
谷　

重
子

は
ん
な
り
と
匂
ふ
満
開
桜
か
な 

金
谷　

文
惠

膝
崩
す
心
も
く
ず
す
花
筳 

斉
藤　

真
人

春
さ
む
う
一
人
の
姉
の
逝
き
に
け
り

 

木
下
三
千
惠

お
位
牌
の
母
は
語
ら
ず
春
障
子 

駒
山　

忠
夫

リ
ラ
冷
え
や
帽
子
深
め
に
か
ぶ
り
け
り

 

谷　

き
よ
し

凛
々
と
気
品
た
ゞ
よ
ふ
伊
達
雛 

布　
　

久
光

白
藤
の
さ
ら
な
る
白
さ
仰
ぎ
け
り 

布　
　

康
江

丘
駆
け
る
マ
ラ
ソ
ン
人
に
桃
花
散
る

 

ひ
の
た
い
ら

ま
つ
さ
ら
な
空
の
広
ご
る
花
辛
夷 

宮
崎
き
く
を

思
い
出
は
次
第
に
遠
し
花
吹
雪 

山
下
ス
ミ
子

咲
き
満
ち
て
彩
を
放
て
る
牡
丹
園 

赤
松　

午
子

退
院
の
朗
報
届
く
木
の
芽
晴
れ 

稲
谷
キ
ミ
子

花
冷
え
の
城
跡
め
ざ
す
親
子
づ
れ 

上
田
み
ち
子

み
ど
り
増
す
ビ
ル
屋
上
の
庭
の
木
々

 

岡
本　

三
葉

著
莪
の
花
老
々
介
護
は
じ
ま
れ
り  
竹
内
サ
ダ
子

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会　
四
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会　
四
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
　
四
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

恋
猫
の
す
ご
す
ご
帰
る
勝
手
口

 

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

《
虹
の
森
公
園
》

　

陽
溜
り
へ
猫
横
た
わ
る
日
永
か
な

 

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

　

嬰
抱
け
ば
乳
の
香
ほ
ん
の
り
桃
の
花

 

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

　

囀
や
幼
子
ふ
っ
と
瞳
を
覚
ま
す

 

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

　

故
郷
の
浜
辺
懐
か
し
磯
遊
び

 

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

　

お
父
さ
ん
マ
ラ
ソ
ン
は
し
っ
た
は
る
の
か
ぜ

八
幡
浜
市　

き
く
ち
さ
え

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

　

新
緑
の
山
に
迷
い
て
道
探
す

 

八
幡
浜
市　

小
野
川
佐
和

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

花
冷
え
や
夫
の
後
ろ
を
ひ
た
歩
く 

宇
和
島
市　

竹
村　

路
子

　

芝
桜
墓
へ
の
急
坂
彩
ど
れ
り

 

宇
和
島
市　

竹
村　

路
子

　

春
暁
や
ポ
ス
ト
新
聞
受
く
る
音 

宇
和
島
市　

竹
村　

路
子

　

遍
路
二
人
す
れ
違
い
様
頭
下
ぐ

 

松
野
町　

田
中
志
津
代

　

ナ
ン
バ
ー
は
他
所
の
県
な
り
遍
路
道 

松
野
町　

田
中
志
津
代

　

悩
み
あ
り
悲
し
み
も
あ
り
桜
花

 

松
野
町　

田
中
志
津
代

　

淡
く
白
く
桜
咲
く
な
り
天
気
良
し 

松
野
町　

田
中
志
津
代

　４月21日㈪松野町に対し、町内での交通死亡事故を長期にわたり続けて
いる交通安全対策優良市町として、交通安全県民総ぐるみ運動愛媛県本部
から表彰状が贈られました。
　この表彰は、町内での死亡事故ゼロの継続日数が千日に到達したことに
より行われたもので、地元の警察署や行政、住民が一体となって積極的に
交通安全に取り組んだ結果が評価されました。
　松野町では1993年から2010年にかけて、死亡事故ゼロが６千日続いた実
績もあり、授賞式で阪本町長は「小さな違反や事故に注意を払いもう一度
６千日を目指したい」と更なる死亡事故０日数の継続に決意を表しました。

交通安全県本部表彰を受賞
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松
野
町
誌
に
よ
る
と
、
松
野
町
で
は
昔
か
ら
田
植
え

が
終
わ
っ
た
頃
に
、
田
休
み
の
日
と
し
て
地
域
で
一
斉

に
休
日
を
と
り
、
柴
餅
を
作
っ
た
り
、
う
ど
ん
を
う
っ

た
り
し
て
豊
年
を
祈
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
昔
は
機
械

が
な
か
っ
た
た
め
に
、
田
植
え
は
近
所
の
住
民
が
互
い

に
協
力
し
合
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
が
か
り

な
農
作
業
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
忙
し
い
農
家
の
束
の

間
の
休
日
に
あ
た
る
田
休
み
の
日
は
大
切
な
行
事
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

近
年
で
は
機
械
化
が
進
み
、
近
所
で
助
け
合
っ
て
田

植
え
を
行
う
と
い
う
事
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
豊

作
や
無
災
害
を
願
う
気
持
ち
は
今
も
昔
も
変
わ
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
の
松
野
町
で
は
早
稲
の
品
種
を
栽
培

し
て
い
る
農
家
が
多
く
、
６
月
に
は
田
植
え
も
終
わ
り
、

田
は
青
々
と
茂
っ
て
い
る
頃
で
す
が
、
農
業
委
員
会
で

は
昔
か
ら
の
名
残
を
と
ど
め
な
が
ら
農
作
業
に
一
区
切

り
を
つ
け
る
日
と
し
て
、
６
月
初
旬
か
ら
中
旬
頃
に
毎

年
田
休
み
の
日
を
定
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
６
月
８
日

㈰
を
田
休
み
の
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
日
に
行
事

を
行
う
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。
日
々
忙
し
く
農
業
に

従
事
さ
れ
て
い
る
人
も
、
片
時
で
も
仕
事
を
忘
れ
て
、

地
域
行
事
に
参
加
し
た
り
、
休
息
を
と
っ
た
り
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
や
農
地
に
関
す
る
ご
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
地

元
の
農
業
委
員
さ
ん
や
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

田
休
み
の
日
に
つ
い
て

農業委員会だより（６月号）

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈫　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈫　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈫　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

女
性
の
一
般
健
康
相
談

第
19
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大
会

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
　
子
ど
も
支
援
教
育
相
談

 

教
育
や
発
達
に
不
安
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の
保
護
者
の

 

み
な
さ
ん
へ
　
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
思
春
期
か
ら
更
年
期
ま
で
の
女
性

の
心
と
体
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
日　
　

時
】　

毎
月　

第
一
火
曜
日　

13
時
〜
15
時

【
場　
　

所
】　

宇
和
島
保
健
所
（
南
予
地
方
局
２
階
）

　
　
　
　
　
　

宇
和
島
市
天
神
７
ー
１

【
内　
　

容
】　

面
接
相
談
（
予
約
制
）

　

電
話
相
談
は
随
時
（
平
日
9
時
〜
17
時
）
受
付
け
ま
す
。

【
担　
当　
者
】　

保
健
所
医
師
・
保
健
師
・
栄
養
士

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

宇
和
島
保
健
所　

難
病
・
母
子
保
健
係

　

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
６
０
）

　

愛
媛
県
で
は
、「
第
19
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推

進
県
民
大
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

本
大
会
で
は
、経
済
評
論
家
の
勝
間
和
代
さ
ん
を
招
い
て
、

基
調
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。
参
加
申
込
は
、
電
話
、
は
が

き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
参
加

料
は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

【
日　
　

時
】
６
月
17
日
㈫　

13
時
〜
15
時
30
分

【
場　
　

所
】 
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
基
調
講
演
】 
勝
間　

和
代
（
経
済
評
論
家
）

【
て　
い　
談
】 

テ
ー
マ
：
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

【
参　
加　
料
】 

無
料

【
申
込
方
法
】 

電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　

愛
媛
県 

男
女
参
画
・
県
民
協
働
課 

男
女
参
画
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
３
２

　

℻  
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
４
４

　

E-m
ail:danjokyodo@

pref.ehim
e.jp

　

自
動
車
税
の
納
期
は
６
月
２
日
㈪
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録
名
義
人
に
そ
の
年
度
分

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
額

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
、

養
育
や
教
育
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
の
発
育
や
発
達
に
不
安
や

悩
み
を
持
っ
て
い
る
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、
子
ど
も
の
養

育
や
教
育
に
つ
い
て
、
専
門
科
に
よ
る
相
談
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
下

さ
い
。

【
日　
　

時
】　

６
月
26
日
㈭　

南
予
地
方
局

（
宇
和
島
市
天
神
町
７
ー
１
）

【
相
談
の
部
門
】・
目
に
つ
い
て
・
耳
に
つ
い
て
・
知
的
な
発

達
に
つ
い
て
・
手
や
足
の
不
自
由
に
つ
い
て
・
病
気
や
か
ら

だ
に
つ
い
て
・
こ
と
ば
に
つ
い
て
・
情
緒
に
つ
い
て
・
Ｌ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
等
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
野
町
教
育
委
員
会　

☎
42
・
１
１
１
８

の
ほ
か
に
延
滞
金
も
併
せ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
又
は
地
方
局
で
お
納
め
下

さ
い
。

　

な
お
、
県
の
自
動
車
税
は
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ

で
の
支
払
い
が
可
能
で
す
の
で
積
極
的
に
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、障
害
者
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
愛
媛
県
南
予
地
方
局
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

愛
媛
県
南
予
地
方
局
税
務
課　

　

☎
㈹
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１（
内
線
２
２
２･

２
２
３
）

　

直
通
０
８
９
５
・
22
・
２
５
０
２
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私
た
ち
の
生
活
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す

不
法
電
波
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
!!

第
12
回
え
ひ
め
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

（
障
害
者
技
術
競
技
大
会
）

　

不
法
無
線
局
か
ら
出
さ
れ
る
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
日
常
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
防
、
救
急
、
警
察
や
鉄
道
、
航

空
機
な
ど
人
命
に
関
わ
る
重
要
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私

た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　

電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免
許
が
必
要
で
す
。
ル
ー
ル

を
守
り
電
波
利
用
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

電
波
の
ル
ー
ル
と
電
波
障
害
な
ど
の
申
告
・
相
談
は
、
四

国
総
合
通
信
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
】

　

６
月
１
日
㈰
〜
６
月
10
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
省　

四
国
総
合
通
信
局

　

☎
０
８
９
・
９
３
６
・
５
０
５
５

　

障
害
者
の
職
業
能
力
の
開
発
等
を
促
進
し
、
技
術
労
働
者

と
し
て
社
会
に
参
加
す
る
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
広
く
障
害
者
に
対
す
る
社
会
の
理
解
と
認
識
を
深

め
、
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
障
害
者
技

術
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日　
　

時
】
７
月
19
日
㈯　

9
時
〜
15
時

【
競
技
種
目
】

１　

ワ
ー
プ
ロ【
文
書
作
成
】（
一
般
部
門
） 

定
員
10
名

２　

ワ
ー
プ
ロ【
文
書
作
成
】（
視
覚
障
害
部
門
） 

定
員
5
名

３　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
一
般
部
門
） 

定
員
10
名

４　

箱
製
作
【
箱
折
】（
知
的
障
害
者
） 

定
員
10
名

５　

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
（
知
的
障
害
者
） 

定
員
10
名

６　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
知
的
障
害
者
） 

定
員
10
名

７　

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
知
的
障
害
者
） 

定
員
10
名

【
参
加
資
格
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
診
断
書
又
は
療
育
手
帳
（
又
は
判
定

書
）
及
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
す
る
人

第
29
回
愛
媛
県
消
防
操
法
地
区
大
会

野
山
に
入
る
と
き
は
マ
ダ
ニ
に
注
意
！

南
レ
ク
公
園
の
土
地
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
！

　

消
防
操
法
技
術
の
向
上
と
消
防
団
員
の
士
気
及
び
消
防
精

神
の
高
揚
を
図
り
、
住
民
生
活
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
第
29
回
愛
媛
県
消
防
操
法
地
区
大
会
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
日　
　

時
】
６
月
１
日
㈰　

９
時
〜
（
雨
天
決
行
）

【
予　
備　
日
】
６
月
８
日
㈰　

９
時
〜
（
※
荒
天
時
）

【
場　
　

所
】
三
間
町
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
（
宇
和
島
市
三
間
町
黒
井
地
）

【
参
加
チ
ー
ム
数
】

　

ポ
ン
プ
車
の
部
５
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
５
チ
ー
ム

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

宇
和
島
地
区
消
防
団
連
合
会
事
務
局　

☎
22
・
７
５
３
９

　

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
、
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
（
日
本

紅
斑
熱
・
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
） 

等
）
に

感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
マ
ダ

ニ
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
患
者
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る

た
め
、
野
山
に
入
る
と
き
は
マ
ダ
ニ
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ダ
ニ
媒
介
感
染
症
の
予
防
は
ま
ず
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な

い
こ
と
が
重
要
で
す
。
マ
ダ
ニ
は
、
山
林
、
草
地
、
荒
地
な

ど
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
草
む
ら
や
藪
に
入
っ
た
り
、
近
く

を
通
る
場
合
に
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う

靴
を
着
用
す
る
等
し
て
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
ま
た
屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
い
な
い

か
確
認
し
て
下
さ
い
。

南
レ
ク
公
園
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　

県
は
、
南
レ
ク
公
園
利
用
者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
公
園
内
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
用
地
を
無
償
で
貸

与
し
、
民
間
事
業
者
の
人
と
協
力
し
て
南
レ
ク
公
園
を
整
備

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
も
ら

う
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
５
月
26
日
㈪
〜
８
月
１
日
㈮

【
県
の
支
配
】

・
南
レ
ク
公
園
内
の
用
地
を
無
償
貸
与
し
ま
す
。

・
基
盤
整
備
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
関
係
機
関
と
の
調
整
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
例
】

　

花
畑
、
観
光
農
園
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
牧
場
、
小
動
物
園
、

し
い
た
け
園
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
な
ど

※
本
事
業
に
よ
る
第
１
号
公
園
が
４
月
１
日
津
島
町
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
満
15
歳
以
上
の
人

【
募
集
期
間
】
５
月
１
日
㈭
〜
６
月
20
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人　

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　

愛
媛
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

　

〒
790
・
０
０
０
６　

松
山
市
南
堀
端
町
５
番
地
８

　

オ
ワ
セ
ビ
ル
４
階

　

☎
０
８
９
・
９
８
６
・
３
２
０
１

　

℻  
０
８
９
・
９
８
６
・
３
２
０
２

ダ
ニ
媒
介
感
染
症
の
症
状

・
日
本
紅
斑
熱

　

高
熱
や
倦
怠
感
、
頭
痛
、
悪
寒
を
伴
い
、
発
疹
が
み
ら
れ

ま
す
。
か
ゆ
み
や
痛
み
を
感
じ
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
マ
ダ

ニ
が
刺
し
た
痕
（
さ
し
口
）
が
み
ら
れ
ま
す
。

・
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）

　

発
熱
と
食
欲
低
下
、
吐
き
気
、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な

ど
の
消
化
器
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
時
に
筋
肉
痛
、
呼
吸
器

症
状
（
咳
な
ど
）、出
血
症
状
（
紫
斑
、下
血
）
を
起
し
ま
す
。

【
対 

処 

法
】

　

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
、
マ
ダ
ニ
が
付
い
て
い
る
場
合
に
は
、

医
師
（
皮
膚
科
）
に
診
て
も
ら
い
、
マ
ダ
ニ
を
適
切
に
除
去

し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。マ
ダ
ニ
が
付
い
て
い
な
い
場
合
は
、

発
熱
、
倦
怠
感
、
発
疹
、
関
節
痛
、
腹
痛
や
下
痢
等
の
症
状

が
な
い
か
、
経
過
観
察
し
て
下
さ
い
。
６
日
〜
２
週
間
後
に

症
状
が
出
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
出
現
し
た
場

合
は
医
師
に
診
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
そ
の
際
、
マ
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
た
こ
と
を
告
げ
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

宇
和
島
保
健
所 

健
康
増
進
課 

感
染
症
対
策
係　
　
　
　

　

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
５
７
）
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労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

不
正
改
造
は
犯
罪
で
す
!!

来
春
の
新
規
高
校
卒
業
予
定
者
を
対
象

と
し
た
求
人
手
続
説
明
会
の
ご
案
内
!!

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
平
成
26
年
度
の

年
度
更
新
が
始
ま
り
ま
す
。
労
働
保
険
の
更
新
は
、
社
員
と

そ
の
家
族
を
守
る
と
い
う
、
経
営
者
の
宣
言
で
す
。
手
続
き

　

自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
と
な
っ
て
い

る
の
み
な
ら
ず
、
娯
楽
の
道
具
と
し
て
も
認
識
さ
れ
、
様
々

な
部
品
等
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
①
ク
リ
ア
レ
ン
ズ
等
不
適
切
な
灯
火
器

及
び
回
転
灯
等
の
取
り
付
け
、
②
運
転
者
席
・
助
手
席
の
窓

ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
の
貼
付
け
、③
タ
イ
ヤ
、ホ
イ
ー

ル
の
車
体
（
フ
ェ
ン
ダ
ー
）
外
へ
の
は
み
出
し
、
④
基
準
外

ウ
イ
ン
グ
の
取
り
付
け
、
⑤
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
・
取
り
外
し

及
び
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
等
の
不
正
改
造
を
施
さ

れ
た
車
両
が
存
在
し
、
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
し

て
い
る
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
不
正
改
造
に
つ
い
て
は
、
改
造
を
実
施
す
る
こ
と
、

改
造
さ
れ
た
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
の
両
方
が
法
律
に
よ

り
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
整
備
命
令
の
交
付

を
受
け
た
り
、
罰
金
等
の
対
象
と
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
不
正
改
造
を
排
除
し
、
車
両

の
安
全
確
保
及
び
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、
関
係
省
庁
、
自

動
車
関
係
団
体
等
と
協
力
し
て
、「
不
正
改
造
車
を
排
除
す

る
運
動
」
を
全
国
的
に
展
開
し
て
お
り
、
特
に
６
月
を
強
化

月
間
と
し
て
重
点
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
不
正
改
造
の
防
止
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
排
除
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
「w

w
w
.tenken-seibi.

com

」

　

不
正
改
造
車
を
見
か
け
た
ら
、
左
記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
国
運
輸
局 

愛
媛
運
輸
支
局　

検
査
・
整
備
・
保
安
部
門

　

☎
０
８
９
・
９
５
６
・
１
５
６
１

　

来
春
、
管
内
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
就
職
を
希
望
す
る

生
徒
に
対
す
る
求
人
手
続
き
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

愛
媛
県
南
予
地
方
局
建
設
部
建
設
企
画
課

（
担
当
：
山
下
、
播
田
）

　

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１
（
内
線
４
１
９
）

　

℻  
０
８
９
５
・
22
・
４
８
３
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

愛
媛
県
南
予
地
方
局
建
設
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

 http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/nan54141/

　
　

nankenkikaku/nanrekukouen26.htm
l

松山・上海線をご利用下さい

島の輪がつながる。人の輪でつなげる。
「瀬戸内しまのわ2014」開催中！

　今年４月４日に運航が再開された松山・上海線は、愛媛と中国を約100
分で結ぶ直行便として、観光やビジネス、地域間交流など様々な分野で大
きな役割を果たしています。
　運航再開に合わせて、お得な旅行商品等を販売していますので、東南ア
ジアなどへの乗継も含め、この機会に松山・上海線をぜひご利用下さい。

【運行スケジュール】

上海　出発
松山

上海　到着
到着 出発　

９：30
（10:30） 12：10 13：05 13:55

（14:55）
※月曜日、金曜日の週２往復（片道所要時間：約100分）　
※（　）内は日本時間（日本との時差：中国はマイナス１時間）　

【問い合わせ先】　交通対策課　☎089-912-2252

　

今
後
地
域
を
支
え
、
企
業
の
活
力
と
な
る
、
優
秀
な
人
材

を
一
人
で
も
多
く
地
元
に
確
保
す
る
た
め
に
も
、
採
用
計
画

を
検
討
の
う
え
、
ご
出
席
下
さ
い
。

【
日　
　

時
】
６
月
11
日
㈬　

13
時
30
分
〜
15
時

【
場　
　

所
】　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島　

２
階
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島　

学
卒
係

　

☎
０
８
９
５
・
22
・
８
６
０
９

　瀬戸内海の魅力を広く発信するため、愛媛県と広島県の臨海部及び島
しょ部の各所で多彩なイベントを展開しています。
　“愛顔（えがお）のおもてなし” が満載の「しまのわ2014」に皆さんも
参加してみませんか。開催中のイベントなど詳しくはホームページをご覧
下さい。

【日　　時】　～ 10月26日㈰
【問い合わせ先】
　松山事務所　　☎089-909-8760
　今治現地本部　☎0898-22-8598

　ホームページ　　　　瀬戸内しまのわ2014　　検索　　　　　　　　
　

は
お
早
め
に
。

　

な
お
、
電
子
申
請
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.e-gov.go.jp/

【
手
続
期
間
】　

６
月
２
日
㈪
〜
７
月
10
日
㈭

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

　

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
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宇和島地区広域事務組合消防職員募集
区　分 人　員 採用年月日（予定） 勤　　務　　内　　容

初　級 ６名程度 平成27年４月１日以降 消防本部または管内の消防署、分署に勤務し消防業務に従事

【受験資格】
① 平成2年４月2日以降生まれで、高等学校卒業（平成27年3月卒業見込みを含む。）以上の学歴をもつか、高校卒業
程度以上の学力をもつ人

② 身体強健で視力、聴力、言語、運動機能に障害がなく、一定の身体基準をみたす人（詳しくは試験案内をご覧く
ださい。）

③ 普通自動車の免許をもつか、平成27年3月31日までに免許取得見込みの人（AT車限定を除く。生年月日等の関係
で取得できない場合は、平成27年度中に取得できる人）

④日本国籍をもつ人
⑤地方公務員法第16条各号のいずれにも該当しない人
⑥採用後、宇和島市または北宇和郡に住む人
⑦高所恐怖症でない人

【試験の内容・日程】
試験 日　　時 内　　　　　　　容

１次 ９月21日㈰ 教養、消防適性検査、作文

２次 10月下旬 ※１次試験合格者のみ
面接(集団討論、個人面接)、体力テスト

【受験手続】

提出書類
志願表、写真２枚（１枚は志願表に貼付）、健康診断票
※ 試験案内、志願表、健康診断票は、消防本部総務課、広域事務組合事務局、宇和島市役所、松野町・鬼北
町の人事担当課で交付。宇和島地区広域事務組合ホームページからもダウンロードできます。

提出期間 平成26年７月15日㈫～８月５日㈫の執務時間中

提 出 先
（問合先）

〒798-0060　宇和島市丸之内5丁目1-18
宇和島地区広域事務組合消防本部総務課
☎ 0895-22-7539
ホームページ　http://www.119.uwajima.nanpu.or.jp/
※郵送による提出の場合は、402円切手を貼った宛先明記の返信用定形封筒を同封して下さい。

愛
媛
県
計
量
検
定
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
特
定
計
量
器
（
は
か
り
）」
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

取
引
又
は
証
明
に
「
は
か
り
」
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、

２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
合

格
シ
ー
ル
の
な
い
は
か
り
は
、
原
則
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
左
記

の
会
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
験
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
等
を
家
庭

内
で
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
検
査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
日　
　

時
】　

６
月
２
日
㈪　

11
：
00
〜
15
：
00

【
検
査
場
所
】　

松
野
町
山
村
開
発
町
民
セ
ン
タ
ー

【
手 

数 

料
】　

計
量
器
（
は
か
り
）
の
種
類
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

愛
媛
県
計
量
検
定
所　

☎
０
８
９
・
９
４
７
・
４
０
０
１

　

又
は
、
松
野
町
企
画
振
興
課　

☎
42
・
１
１
１
６　

若
年
求
職
者
合
同
就
職
面
接
会

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
登
録
者
等
の
若
年
求
職
者

（
40
代
前
半
で
サ
ポ
ー
ト
を
希
望
す
る
人
も
含
む
。）
に
対
し

て
、
合
同
就
職
面
接
会
を
実
施
し
、
効
果
的
な
就
職
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
若
年
求
職
者
合
同
就
職
面
接
会

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

７
月
16
日
㈬

　

10
時
〜
12
時
30
分
（
新
規
大
卒
者
等
の
部
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
（
若
年
求
職
者
の
部
）

【
場　
　

所
】　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

真
珠
の
間

（
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
）

【
内　
　

容
】　

県
内
企
業
60
社
程
度
が
参
加
す
る
合
同
就
職

面
接
会
を
開
催

【
対 

象 

者
】　

新
規
大
卒
者
等
（
平
成
27
年
３
月
大
学
等
卒

業
予
定
者
・
平
成
24
年
３
月
以
降
大
学
等
卒
業
者
）、
若
年

求
職
者
（
45
歳
未
満
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

　

☎
０
８
９
・
９
１
３
・
８
６
８
６

　

℻  
０
８
９
・
９
１
３
・
８
６
８
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.ai-w

ork.jp
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

富
　
岡
　
西
岡
　
哲
夫
　
　
81
歳

吉
　
野
　
長
田
　
隆
夫
　
　
86
歳

延
野
々
　
光
盛
　
友
義
　
　
73
歳

蕨
　
生
　
行
定
　
四
郎
　
　
73
歳

豊
　
岡
　
申
輪
　
糸
子
　
　
81
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

柳
野
　
和
美
　
　
吉
　
野

長
田
富
士
雄
　
　
吉
　
野

光
盛
　
　
勉
　
　
延
野
々

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町 の 人 口

世帯数　2,053世帯

総人口　4,309人
男2,023人　女2,286人
（４月中の異動）

　　○出　生　３人　○死　亡　５人
　　○転　入　25人　○転　出　15人

平成26年４月30日現在
※外国人を含みます。

広見川水系の水質調査結果について
広見川水系水質検査結果 採水日　平成26年２月26日

河川名
項　　目

水素イオン
濃　　　度
（ＰＨ）

浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的
酸素要求量
（ＢＯＤ）

過マンガン
酸カリウム
消費量

（KMnＯ4消費量）
濁　　度 溶存酸素量

（ＤＯ）
大腸菌群数

観測点・基準値 6.5以上～
8.5以下 25㎎／ℓ以下 2.0㎎／ℓ以下 10㎎／ℓ以下 ２度以下 7.5㎎／ℓ以上 1,000MPN

／100㎖以下

広 見 川
五 郎 丸 橋 7.41 7 1.40 2.4 3.9 11.53 3,500
大 門 橋 7.45 4 1.78 1.6 1.3 11.41 2,400
真 土 橋 7.40 2 1.36 1.9 3.4 11.32 16,000

鰯 川 鰯 川 河 口 7.31 3 1.81 1.4 0.6 11.53 3,500

石ヶ内川 豊岡めがね橋 7.23 6 1.61 1.4 1.0 11.77 5,400

延 行 川 谷 口 橋 7.54 7 1.28 1.1 0.8 11.89 3,500

奥 野 川 奥 野 川 河 口 7.52 1 1.02 1.3 2.5 11.76 330

堀 切 川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.33 4 1.48 1.3 2.1 11.34 2,400

目 黒 川 寺 橋 7.05 7 0.97 0.9 0.4 11.57 130

※生活環境の保全に関する環境基準（類型Ａ）利用目的の適応性は、水道２級、水産１級、水浴が出来るものを基準値に設定
　　　　　　　の部分が水質基準に適合していない箇所です。特に、大腸菌群数については、家庭から排出される生活排水が原因と考えられます。

水素イオン濃度（ＰＨ）…………… 酸性、アルカリ性を示す指標。７は中性、７を超えるとアルカリ性、７未満では酸性を示す。
浮遊物質（ＳＳ）……………………溶けないで水中に浮遊している粒子状物質で濁りの成分。数値が高いほど水が濁っている。
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）… 水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量。（水域で安定化するため

に必要な酸素量）
過マンガン酸カリウム消費量………有機物の含有量の度合いを表したもの
（KMnＯ4消費量）
濁　　度………………………………水の濁りの程度を数値で表したもの
溶存酸素量（ＤＯ）………………… 水中に溶解している酸素の量のことで、濃度が低下すると好気性微生物の活動が抑制され水域の浄化

作用が低下する
大腸菌群数…………………………… し尿、下水、排水をはじめ土壌、河川、地下水など広範囲に存在する。糞便汚染の指標とされている

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

蕨
　
生
　
金
谷
　
博
文
　
虹こ
う

　
希き

　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
里
花

延
野
々
　
松
岡
　
啓
太
　
流る

　
楓か

　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
生
代

延
野
々
　
古
谷
　
直
樹
　
咲さ

　
希き

　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
明
希

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



６月の森の国行事予定表
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日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 日 当植木整形外科医院☎22-0022
当わたなべハートクリニック☎25-1717

当こおり小児科☎24-5633
当水谷医院☎52-0144

２ 月 可葛川以外町内全域

３ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

４ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

５ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

６ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

７ 土 17:30目黒「蛍の畦道ライトアップ」

８ 日 田休みの日 当福島胃腸科外科☎24-5588
当沖循環器内科医院☎25-3335

当こばやし小児科☎23-1150
当橋本内科クリニック☎52-0808

９ 月 可葛川以外町内全域

10 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

11 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

12 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

13 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

14 土

15 日 当しませ医院☎27-1888
当くきた内科クリニック☎26-2260

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当溜尾整形外科医院☎52-3133

16 月 可葛川以外町内全域

17 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

18 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

19 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

20 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

21 土

22 日 当藤田整形外科医院☎22-5635
当木村内科医院☎24-0030

当山下小児科☎23-0055
当あべ医院☎32-2616

23 月 可葛川以外町内全域

24 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

25 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

26 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

27 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

28 土

29 日 当ますだクリニック☎23-6611
当松浦内科医院☎23-1122

当こおり小児科☎24-5633
当口羽外科胃腸科医院☎32-5000

30 月 可葛川以外町内全域

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日


